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メル
ヘ ンと

ロマ
ン を

乗 せて

未来へ出
航 生まれ

変わった
竹ノ塚駅
前広場足立区の北の玄関口竹ノ塚駅東

口に、メルヘンいっぱいの駅前広
場が3 月末完成。区民の憩いの塲
となっています。これは、区が「交
通拠点としての施設の充実」と「ま
ち なかのシ ャレた憩いの場 の創
出 」を基本テーマに整備を進めて
いたものです。

駅
前
全
体
を

港
に
た
と
え
た
デ
ザ
イ
ン

面
積
5
千
Ⅲ
だ
の
こ
の
駅
前

広
場
は
、
駅
前
全
体
を
竹
の
塚

港
と
し
、
噴
水
や
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
あ
る
部
分
を
竹
の
笹
(
さ

さ
)
舟
と
し
て
表
現
し
て
い
ま

す
。噴

水
は
直
径
6

气

周
り
は

段
々
状
に
な
っ
て
い
て
、
こ
こ

に
座
っ
て
ひ
と
休
み
す
る
親
子

連
れ
の
姿
も
兒
ら
れ
ま
す
。

濆
水
部
の
へ
の
字
型
の
石
の

造
型
は
、
舟
の
か
じ
。2
つ
の

大
き
な
三
角
形
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
は
、
笹
舟
の
帆
先
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
舟
の
か
じ
取
り

は
、
こ
の
舟
に
憩
う
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
で
す
。

2
1世
紀
か
ら
来
た
か
ぐ
や
姫

広
場
の
中
央
に
置
か
れ
た
か

ら
く
り
時
計
は

、
笹
や
竹
か
ら

連
想
す
る
童
話

、
竹
取
り
物
語

を
未
来
型
に
デ
ザ
イ
ン
化
し
た

も
の
で
す

。
4

本
置
か
れ
た
竹

の
う
ち

、
1
本
に
は
か
ぐ
や
姫

、

も
う
2
本
に
は
2

人
の
従
者
が

組
み
込
ま
れ
、
時
を
告
げ
る
チ

ャ
イ
ム
と
と
も
に
登
場
し

ま
す
。

チ
ャ
イ
ム
の
昌
は

、
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
で

構
成
さ

れ

、
毎
日
午
前
1
0
時
、
正

午

、
午
後
3

時
・
5
時
・
7

時
の
5

回
演
奏
さ
れ

、1

回
の
時
間
は
3

分
で
す
。

一
竹
の
塚
の
笹
賍
に
積

ま
れ
た
竹
の
中
に

、
木
来

か
ら
降
り
て
く
る
か
ぐ
や

姫
が
い
る
」
そ
ん
な
話
題
が
生

ま
れ
る
よ
う
な
ス
ボ
ッ
ト
で

す
。竹

の
塚
卮
に
浮
か
ぶ
竹
の
笹

舟
が
メ
ル
ヘ
ン
を
乗
せ
て
、
禾

来
へ
向
け
出
航
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先

西
部
工
亊
事
務
所

　
(
3
8
5
5
)
1
1
6
1

笹舟を
イ メ ー ジ

した広場

4 月4 日、盛大に行われた完成記念式典

21世紀のかぐや姫( 中央) と2
人の従者

新しい区の将来
ビジョンができました

区
で
は
、
急
激
な
高
齢
化
や

高
度
情
報
化
、
国
際
化
な
ど
新

し
い
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
基

本
構
想
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。3

月
区
議
会
で
審
議
さ
れ
、

議
決
し
、
新
し
い
区
の
基
本
構

想
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
理
念
と
し
て
、

①
人
間
性
を
尊
埀
す
る

②
地
域
か
ら
の
発
想
を
生
か
す

③
と
も
に
支
え
る
社
会
を
育
む

将
来
像
と
し
て

「
と
き
め
き

ゆ
と
り

水

辺
の
ま
ち

足
立
」
と
し
ま
し

た
。ま

た
、
新
た
な
交
通
軸
と
し

て
、
常
磐
新
線
、
日
暮
里
・
舎

人
線
に
加
え
て
、
東
西
軸
で
あ

る
環
七
を
利
用
し
た
鉄
道
の
整

備
な
ど
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
区
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
詳
緇
は
あ
だ
ち
広
報

エ
ク
ス
フ
レ
ス
5
月
1
囗
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
・
本
庁
舎
(
千
住
)

・
企
圃
課

(
3
8
8
2
了
1
1
1

㈹

足
立
人
の

生
活
ス
ト
ー
リ
ー

「
ア
ダ
チ
・
ビ
ー
ト
」

区
の
若
手
職
員
の
手
で
、
区

民
の
生
活
像
を
と
ら
え
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
を
描
い
た
物
語

「
ア
ダ
チ
・
ビ
ー
ト

」
を
作
成

し
ま
し
た

。

足
立
人
の
生
活
の
息
吹
を
鴈

じ

、
と
き
め
き
や
輝
き
を
発
見

し
て
く
だ
さ
い

。

5
月
1
5
日
か
ら
情
報
公
開
課

で
阪
売
し
ま
す
(
1

冊
5
0
0円)
。

問
合
せ
先

木
庁
舎
♀

住
)
・

企
圃
課

(
3
8
8
2

了
1
1
1

㈹

第
3
回
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
こ

と

第
1
位
は
「
財
産
状
況
」

続
い
て
「
収
入
・
税
額
」「
病
歴
等
の
記
録
」

今
回
の
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア

ン
ヶ
I
ト
は
、嫋
人
情
報
保

護
」
を
テ
ー
マ
に
、
関

心
度
、
保
護
対
策
等
に

つ
い
て
、
お
尋
ね
し
ま

し
た
(
平
成
4
年
1
月

実
施
、
回
収
率
9
8
%
)。

「
個
人
情
報
」
の
取
り
扱

い
に
と
も
な
う
「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
即
題
」に
つ
い
て
、

闖
心
が
あ
り
ま
す
か
と
い
う

設
問
に
対
し
て
、「
関
心
が
あ

る
」と
「
や
や
関
心
が
あ
る
」

を
合
わ
せ
た
「
関
心
が
あ
る

咽
」は
8
5
%
を
超
え
ま
し
た
。

日
常
生
活
の
中
で

、
他
人

に
知
ら
れ
た
く
な
い
個
人
情

報
は
、
第
1
位
か
「
財
産
状

況
」
で
6
8・
8
%
、
第
2
位

が
「
収
入
、
税
額
J
6
6・
7
%

、
第
3
位
か
「
祠
歴
等
の

記
録
」
4
1・
7
%
で
し
た
。

民
間
企
業
の
嫋
人
情
報
」

に
闃
す
る
活
動
に
つ
い
て
、

規
制
や
対
策
を
望
み
ま
す
か

に
つ
い
て
は
、「
法
律
や
条
例

で
規
制
し
て
ほ
し
い
」
が
5
4

・
2
%
で
最
も
多
く
、
以
下

「
業
界
は
自
主
規
制
し
て
ほ

し
い
」
2
7・
1
%

汀
政
が

指
導
し
て
ほ
し
い
」
1
2・
5
%

と
続
き
ま
し
た
。

区
が
持
っ
て
い
る
「
個
人

情
報
」の
保
護
対
策
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
べ
き

で
す
か
に
つ
い
て
は
、
第
1

位
は
「
区
以
外
に
は
提
供
し

な
い
」
6
8・
8
%
で
、
第
2

倥
は
「
目
的
外
に
は
使
用
し

な
い
こ
6
4・
6
%

、
第
3
位

は
「
個
人
情
報
項
目
を
公
表

す
る
」
6
2・
5
%
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。区

で
は
今
回
の
結
果

を
参
考
に
、
平
成
6
年
を
目

途
に
、
総
合
的
な
個
人
倩
報

保
護
制
度
を
発
咀
さ
せ
る
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
孚
住
)

・
広
聴
相
談
主
査

霓
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

成
人
健
康
診
査
申
し
込
み
は

本
日
(
4
月

2
5日

)が
締
め
切
り
で
す

吸
人
健
康
診
査
受
診
申

込
用
(
ガ
キ
は
本
日
(
4

月
2
5日
)
中
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。

申
込
用
(
ガ
キ
は
、
4

月
1
日
発
行
の
「
あ
だ
ち

広
報
エ
ク
ス
フ
レ
ス
」
に

と
じ
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

泰
庁
舎
♀

住
)
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
丁
I
I

㈹

4 月25日号 主な内 容

老人会館オープン
同和問題の理解のために

み ん な の 健 康 (

2

)

(

3

)

面

くらしの中にスポーツを
うきうき 館オープン (

4
)

(

5

)

面

くらしの情報 (
6
)

(

7

)

面

情報コーナー (

8

)

面

葦
立
ち

4
月
は
、
区
で
も
新
し
い

事
業
の
出
発
の
時
で
す

。
な

か
で
も
財
務
会
計
の
電
算
化

は
注
目
で
き
る
も
の
で
す

。

区
の
仕
事
は

、
福
祉

、
生
涯

学
習

、
ま
ち
づ
く
り
と
大
き

く
広
が
り
、
こ
れ
ら
を
処
理

す
る
会
計
事
務
も
複
雑
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
積
極
的
な
活
用
で

、

予
算

、
契
約

、
決
算
等
を
迅

速
に
処
理
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た

。
こ
れ
で
マ
ン

ー

パ
ワ
ー
を
よ
り
必
要
な
仕
事

に
ふ
り
向
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
養
所
等
の
受
け

付
け
が
、
身
近
か
な
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社
の
窓
口
で

、

夜
間
8

時
ま
で
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

。
こ
れ
も
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
で
可
能

と
な
っ
た
の
で
す

。
湯
河
原

保
養
所
な
ど
6
ヵ
所
の
宿
泊

施
設
が
目
由
に
選
択
で
き
ま

す

。自
宅
か
ら
「
ア
イ
ネ
ッ
ト
2
1

」を
使
っ
て

、空
き
室
を
調

べ

、
予
約
す
る
シ
ス
テ
ム
も

完
成
し
ま
し
た

。
ご
家
族
や

グ
ル
ー
プ
の
ご
旅
行
が
よ
り

便
利
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て

、
4
月
1

日
号
の
あ

だ
ち
広
報
は
、
ご
ら
ん
に
な

っ
た
で
し
ょ
う
か
I

ク
ラ
フ

版
で
写
真
も
多
く
読
み
や
す

く
な
っ
て
い
ま
す

。
広
報
紙

の
発
行
も
月
4

回
に
増
え
ま

す

。
こ
れ
か
ら
、
豊
か
な
生

活
に
必
要
な
情
報
を
よ
り
多

く
提
供
し
て
い
き
ま
す

。
ご

愛
読
を
期
衍
し
て
い
ま
す

。

区
長

古
性
直
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老人会館　新装オープン

平
成
3
年
8
月

か
ら
施
設
の
改
修
工
事

を
進
め
て
き
た
老
人
会
館

が
、
装
い
も
新
た
に
5
月
2
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
今
回
の
改
修
の
目

玉
は
、浴
室
と
娯
楽
室
。浴
室
は
、今
ま

で
の
口
倍
と
い
う
広
さ
、
ゆ
っ
た
り
と

ご
利
用
で
き
ま
す
。
施
設
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。
ぜ

ひ
一
度
、
お
い
で
く
だ

さ
い

。

開
館
時
間

午
前
9
時
～
午
後
5

時

※
浴
室
利
用
時
間

午
前
1
0時

～
午
後
3
時

休
館
日

陬
週
月
曜
日
、
第
3

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

所
在
地

西
保
木
間
4
-
9
-
1

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

施
設
内
容

▽
1

階

娯
楽
室
I

、
相
談

室

、浴
室
、談
話
コ
ー
ナ
ー
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

▽
2

階

大
広
間
(
8
5
畳
)
、

展
示
ホ
ー
ル

、
研
修
室

、
和

室
、
娯
楽
室
H

老
人
会
館
オ
ー
プ
ン

記
念
事
業
開
催

老
人
会
館
の
オ
ー
ブ
ン
を
記

念
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物

を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
い
で
く
だ
さ
い

。

日
時

左
表
の
と
お
り

場
所
・
問
合
せ
先

老

人
会
館

　
(
3
8
5
9

了
7
3
2老人会館オープン記念事業

老
人
会
館

各
種
教
室
生
徒
募
集

□
水
彩
画
教
室

日
時
5

月
～
3
月
(
月
2
回
、

第
1
・
3
水
曜
日
)
、午
後
1

時
～
2
時
3
0分

内
容

水
彩
圃
を
初
歩
か
ら
学

ぴ
ま
す

定
員
3
0
人
(
抽
選
)

費
用

無
料

□
書
道
教
室

日
時
5

月
～
1
0月
(
月
2
回
、

第
2
・
4
火
曜
日
)
、午
後
1

時
～
2
時
3
0分

内
容

書
道
を
基
礎
か
ら
学
び

ま
す

定
員
3
0
人
(
抽
選
)

費
用

無
料

□
い
け
花
教
室

日
時
5

月
～
1
0月
(
月
2
回
、

第
2
・
4
水
曜
日
)
、午
前
1
0

時
～
正
午

内
容

柳
古
流
を
基
本
か
ら
学

ぴ
ま
す

定
員
3
0
人
(
抽
送
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
一
部
個
人
負
担
)

□
手
芸
教
室

日
時
5

月
～
7
月
(
月
2
回
、

第
2
・
4
七
曜
日
)
　
午
後

1
時
～
2
時
3
0分

内
容

ち
ぎ
り
絵
、そ
の
他

定
員
3
0
人
(抽
選
)

費
用

無
料

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
6
0
歳
以
上
で
区
内
在
住

の
方

申
込
方
法

直
接
窓
囗
ま
た
は

電
話

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

老

人
会
館

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

改修できれいにな
った新しい老人会
館と、ゆったりの
んびりの大浴室

区
内
で
キ
ャ
ン
プ
体
験

受
け
付
け
方
法
が
変
わ
り
ま
す

夏
休
み
、
公
園
に
キ
ャ
ン
プ

場
を
閧
設
し
ま
す
。

期
間
7

月
2
1日
～
8
月
3
1日

開
設
場
所

元
渕
江
公
園

対
象

区
内
の
少
年
育
改
団
体
(

利
用
者
1
5人
に
つ
き
1
人

の
教
弯
委
員
会
指
定
の
講
座

修
了
者
が
付
く
こ
と
)

利
用
方
法

▽
1
泊
2
日
・
:午

浚
1
時
入
場
、
翌
日
午
前
1
1

時
退
場

▽
日
帰
り
・
:午
前
H

時
入
場
、
午
後
9
場
退
場

※
キ
ャ
ン
プ
用
品
の
貸
し
出
し

も
行
い
ま
す

。

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

、

団
体
名
、
代
表
者
の
住
所
、

氏
名

、
電
話
番
号

、
キ
ャ
ン

プ
場
利
用
愬

亊
£

は

、
貸

出
用
キ
ャ
ン
プ
用
品
利
用
希

望
と
明
記
(
1

団
体
1

枚
)

申
込
期
限
5

月
1
3日
必
着

抽
選
日
時
・
場
所
5

月
1
5
日

午
前
1
0
時
、
本
庁
舎
(
千
住
)

・
6

陬
会
巖
室

※
受
付
順
位
を
決
定
し

、
受
付

日
時
を
通
知
し
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

庄
)
・
少
年
育
或
係

〒
1
2
0千

住
1
1
4
1
1
8

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
講
座

H
O
W
　
T
O
　キ
ャ
ン
プ

キ
ャ
ン
プ
の
朷
歩
的
な
技
術

を
学
び
ま
す
。
講
座
を
修
了
し

た
方
は
、少
年
キ
ャ
ン
プ
場
(
元

渕
江
公
園
)

の
利
用
、
キ
ャ
ン

ブ
用
品
の
貸
し
出
し
の
申
し
込

み
が
で
瘴
汞

す

。

日
時
・
場
所
・
内
容

上
表
の

と
お
り

対
象
1
6

歳
以
上
の
方
で
3

回

と
も
受
講
で
き
る
方

定
員
7
0

人

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
ま
た

は
(

ガ
キ
に
住
所

、氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、生
年
月
日

、
電
話

番
气

所
瓢
団
体
名
、H
O
W
T
O
　

キ
ャ
ン
ブ
希
望
と

明
記
(
電
話
申
し
込
み
も
可
)

申
込
期
限
5

月
1
5日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)

・
少
年
育
成
係

〒
1
2
0千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

HOW　TO　 キャンプ?!
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す

運
動
…
…
(
1
)

江
戸
時
代
、
同
和
地
区
の

人
び
と
は
、
厳
し
い
差
別
に

甘
ん
じ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
時
、
部
落
へ
の
差
別
的
弾

圧
が
強
ま
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
、
裏
が
え
し
に
す
れ

ば
、
部
落
側
か
ら
、
身
分
的

抑
圧
を
は
ね
か
え
し
、
解
放

を
求
め
ぶ
つ
と
す
る
運
動
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
も
1
9世
紀
に
入

り
ま
す
と
、
年
貢
の
収
奪
強

化
、
都
市
で
の
米
価
の
急
騰

な
ど
に
よ
る
世
情
不
安
か
ら

各
地
で
百
姓
一
揆
や
打
ち
こ

わ
し
が
起
き
ま
し
た
。1
8
3
3

年
か
ら
1
8
3
6

年
に

か
け
て
の
全
国
的
な
き
き
ん

(天
保
の
き
き
ん
)
も
、
そ

れ
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
冫
な
社
会
不
安
に

対
し
て
、
幕
府
の
再
建
、
幕

呀
の
権
威
の
回
復
の
た
め
に

幕
府
は
改
革
黔
夛
す
め
た
の

で
す
。

こ
れ
が
天
保
の
改
革
と
い

わ
れ
る
も
の
で
、
内
容
は
、

衣
食
住
に
対
す
る
倹
約
の
奨

励
、
出
版
、
風
俗
の
取
り
締

ま
り
、
晨
民
の
都
市
へ
の
出

か
せ
ぎ
の
禁
止
な
ど
、
非
常

に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)

・
同
和
対
策
担
当

河
川
浄
化
実
践
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト

川
を
も
っ
と
き
れ
い
に

す
る
た
め
に

足
立
区
は
四
方
を
川
で
囲

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
川

は
ま
だ
汚
れ
て
い
ま
す
。
特

に
綾
瀬
川
は
。
日
本
一
き
た

な
い
川
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
綬
瀬
川
を
き
れ
い
に

す
る
た
め
、
足
立
区
は
上
流

の
埼
玉
県
や
建
設
省
・
東
京

都
と
い
っ
し
ょ
に
、
下
水
道

の
整
備
や
工
場
排
水
の
規
制

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
と

同
時
に
。家
庭
か
ら
出
る
排

水
に
つ
い
て
も
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。

川
の
汚
れ
の
7
割
は
家
庭

排
水
で
す
。
生
活
の
中
で
何

気
な
く
便
っ
て
い
る
水
で
す

が
、「
わ
が
家
ぐ
ら
い
な
ら
」

の
気
持
ち
が
何
万
世
帯
も
集

ま
る
と
、
川
を
汚
す
の
は
あ

っ
と
言
う
間
で
す
。

生
活
排
水
の
汚
れ
を
減
ら

す
実
践
活
動
を
今
年
2
月
に

花
畑
地
区
で
行
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
の
時
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
別
表
に
ま
と
め

ま
し
た
。

水
と
緑
の
公
社
で
は
、

「
川
」
を
も
っ
と
き
れ
い
に

す
る
た
め
に
、
生
活
の
中
で

の
水
の
使
い
方
を
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
覃
庭

で
エ
夫
し
、で
き
る
方
法
を

で
き
る
範
囲
で
実
行
し
て
く

だ
さ
い
。

□
実
践
活
助
の
内
容

①
流
し
で
は
、
生
ゴ
ミ
を
阨

さ
な
い
よ
う
に
。
水
切
り

が
で
き
る
袋
(
ろ
紙
袋
な

ど
)
を
使
う
。

②
使
い
終
わ
っ
た
油
は
、
ゴ

ミ
と
し
て
捨
て
る
。

③
皿
に
残
つ
た
油
な
ど
は
、

ふ
き
取
つ
て
か
ら
洗
う
。

④
洗
濯
の
洗
剤
は
計
つ
て
か

ら
使
う
。

生
活
か
ら
出
る
汚
れ
を
少

し
で
も
減
ら
す
よ
い
方
法
が

あ
n
ま
し
た
ら
教
え
て
ぐ
だ

さ
い
。

な
お
、
今
年

度
も
実
践
活
動

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う

予
定
で
す

。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

。

問
合
せ
先

水
と
緑
の
公
社

　
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

アンケート調査結果
水切り袋などを使用していますか

米のとぎ汁は

残った油の処理は

実践活動の継続は

食器に残った醤油・ソースは

月 面 と

春の星座の
ウォッチング

冬
の
に
ぎ
や
か
な
星
座
が

ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、
北
斗

七
星
、
お
と
め
座
、
し
し
座

な
ど
舂
の
星
座
の
舞
台
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
は
こ
れ
ら
の
星
々
を

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
す
。

初
め
て
の
方
で
も
わ
か
る

よ
う
に
や
さ
し
く
ご
案
内
し

ま
す
。

袤
た
、
天
体
望
還
鏡
を
便

つ
て
、月
面
を
観
察
し
李
歹
。

日
時
5

月
8
・
9
日
、
い

ず
れ
も
、
午
後
7
時
～
8

時
3
0分

※
都
合
の
よ
い
日
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

場
所

し
ょ
う
ぶ
沼
公
園

対
象

区
内
在
住
・
在
学
・

在
動
の
方
示
・
中
学
生

は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
)

申
込
方
法

当
日
、
直
接
会

場
へ

申
込
・
問
合
せ
先

水
と
緑

の
公
社

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

綾
瀬
川
見
学
会

綾
瀬
川
の
源
流
を
訪
ね
て

汚
濁
河
川
と
し
て
有
名
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
綾
瀬
川
の

起
点
を
訪
ね
、
川
の
水
の
変

化
と
浄
化
に
つ
い
て
考
え

る
、バ
ス
の
旅
を
行
い
ま
す
。

日
時
5

月
8
日
(
金
)
。
午

前
1
0時
～
午
後
4
時
(
予

定
)

定
員
2
0
人
(
先
咎
順
)

費
用

千
円
(
昼
食
代
)

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

水
と
緑

の
公
社

(
3
9
8
)
8
1
2
6



1992 年( 平成4 年) 4 月25 日 あ だ ち 広 報 第948 号( 3)

講演会

母
と
子
の
き
ず
な

母
乳
育
児

日
時
5

月
2
日
(
土
)
、午
後
2

時
～
4
時
(
受
け
付
け
は
1

時
3
0分
か
ら
)

場
所

エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

内
容

ほ
乳
弯
児
に
つ
い
て

講
師

山
内
逸
郎
氏
(
国
立
岡

山
柯
院
名
誉
院
長
)

費
用

無
料

申
込
方
法

当
凵
、
直
接
会
場

へ
後
援

足
立
区

問
合
せ
先

足
皀
助
産
婦
会

水
落
ユ
キ

、3
8
9
9
)
5
2
0
5

ぜ
ん
息
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

ぜ
ん
息
キ
ャ
ン
プ
で
体
力
づ

く
り
と
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
程
8

月
3
日
～
8
日
、5

泊
6
日

場
所

塩
原
林
間
学
園

対
象

区
内
在
住
の
気
眥
支
ぜ

ん
息
の
児
莖
・
生
徒

示
3

～
中
3
)
た
だ
し
、
公
害
病

認
定
患
者
は
別
途
募
集
し
ま

す
定
員
3
0
人

費
用

無
料

申
込
期
間
5

月
6
日
～
1
2日

(土
、
日
曜
日
を
胥
く
)

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
匱
接
窓
囗
へ
(

印
込
肅
は
公
害
補
償
係
に

あ
り
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
庄
)・
公
害
補
償
係

(
3
8
8
2了
1
1
1
㈹

み ん な の 健 康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　3880- 5351
本庁舎( 千住)・保健予防係 　3882- 1111 ㈹

5
月
5
日
は
銭
湯
無
料
開
放

今
年
も
公
衆
浴
場
絎
合
の
協

力
に
よ
り
、
は
だ
か
の
ふ
れ
あ

い
を
テ
ー
マ
に
、
年
4
回
(
左

上
表
)
の
銭
渦
無
料
閧
放
を
行

い
ま
す
。

5
月
5
日
は
、1
2歳
以
下
の

子
叺
は
無
料
で
す
。
観
子
一
緒

に
身
近
な
温
泉
気
分
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
無
料
対
象
者
の
方
は
、
身
分

証
明
魯
等
を
持
参
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)

・
健
康
管
理
課

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

表5

なお、改築等により休 みの銭湯もあり ます。

病
気
に
か
か
っ
た
ら

休
日
診
療
所
へ

5
月
3
日
か
ら
5
月
5
日
ま

で
下
表
の
と
お
り
休
日
診
療
を

行
い
ま
す
。
な
お
、日
曜
・
祝

日
も
診
療
を
吁
っ
て
い
ま
す
。

休 日 診 廉 所 一 覧

竹 の 塚 休 日 診療 所
竹 の 塚 休 日 歯 科診 療 所

ご 利 用 く ださ い、 休日 診 療

救
急
病
院
、休
日

当
番
医
の
案
内

□
東
京
消
防
庁
災
害
救
急
情
報

セ
ン
タ
ー

(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

□
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
(
健
康
案
内
ひ
ま
わ
り
)

(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

※
食
中
毒
、

伝
染
病
の
発

生
な
ど
の
緊

急
の
場
合

は
、
東
京
都

保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
r
V

学校週5 日制

9
月
か
ら
一
斉
実
施

当
面
月
1
回
の
土
曜
日
を
休
業

土
曜
日
を
休
み
と
す
る

「
学
校
週
5

日
制
」
が
、
い

よ
い
よ
9

月
か
ら
月
1

回
、

第
2

土
曜
日
を
休
業
日
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

。

こ
の
制
度
は
、
子
供
た
ち

に
地
域
や
家
庭
で
過
ご
せ
る

時
間
を
増
や
し
、
ゆ
と
り
を

持
た
せ
る
と
同
時
に
、
今
ま

で
の
学
校
巾
心
の
教
育
を
学

校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
に

よ
る
教
育
へ
と
、
教
育
シ
ス

テ
ム
全
体
の
見
直
し
を
ほ
か

る
よ
い
磯
会
に
な
る
と
い
え

そ
う
で
す
。

実
施
に
至
る
経
緯

□
昭
和
6
1年
4
月

臨
時
教
育
審
議
会
は
、「
教

育
改
革
に
関
す
る
第
2
次
答

申
」
の
中
で
、2
1世
紀
に
向

け
て
、
学
校
中
心
の
教
育
体

系
を
家
庭
、
学
校
、
地
域
、

職
場
、
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
教
育
体
系
(
生
邵

学
習
体
系
)
へ
再
編
成
し
、

学
校
の
負
担
軽
減
や
学
校
週
5

日
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て

検
討
す
る
よ
う
提
言
し
ま
し

た
。

□
昭
和
6
2年
1
2月

教
育
課
程
審
農
会
は
、
学

校
週
5
日
制
の
導
入
に
つ
い

て
、
教
育
水
準
を
維
持
し
、

児
童
・
生
徒
の
学
習
負
担
が

逎
塹
に
な
ら
な
い
ぷ
つ
配
慮

し
、
地
域
社
会
の
受
け
入
れ

体
制
の
整
備
充
実
と
学
校
間

敖
に
努
め
る
な
ど
、
幼
児
・

児
童
・
生
徒
の
学
校
内
外
に

お
け
る
生
活
に
士
分
配
慮
し

な
が
ら
、
漸
進
的
に
導
入
す

る
方
向
で
倹
討
す
る
の
が
過

当
で
あ
る
。

ま
た
、
導
入
時
期
と
形
態

に
つ
い
て
は
、
実
験
学
校
を

設
け
て
調
査
研
究
を
進
め
、

そ
の
結
果
を
勘
案
し
て
結
論

を
出
す
の
が
適
当
で
あ
る
と

答
申
し
ま
し
た
。

□
平
成
元
年
1
2月

文
部
省
は
、9
都
県
6
8校

を
調
査
研
究
協
力
校
に
指
定

し
、
平
成
2
年
度
か
ら
月
1

回
ま
た
は
、2
回
の
土
曜
休

業
を
試
行
し
、
研
究
を
埀
ね

ま
し
た
。

□
平
成
4
年
2
月

文
部
省
の
調
査
研
究
協
力

者
会
議
は
、
平
成
4
年
9
月

か
ら
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校
お
よ
び
盲

・
聾
・
養
護
学
校
で
、
毎
月

第
1
土
曜
日
を
休
業
日
と
す

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
報

告
し
ま
し
た
。

□
平
成
4
年
3
月

文
部
省

は
、
学
校

教
育
法
施

行
規
則
を

改
正
し
、

平
成
4
年
9

月
か
ら

毎
月
第
2

土
曜
日
を

休
業
日
と

す
る
こ
と

を
、
正
式

に
決
定
し

ま
し
た
。

社

会

背

景

学
校
週
5
日
制
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
と

し
て
、
次
の
ぷ
7
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▽
学
歴
偏
嗷
の
社
会
風
潮

が
、
過
度
の
受
験
競
争
を

も
た
ら
し
、
子
供
た
ち
か

ら
学
ぶ
碧
び
や
遊
ぶ
余
し

さ
を
奪
う
と
と
も
に

、
登

校
拒
否
(
不
登
校
)
な
ど

、

学
校
不
適
に
問
題
の
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は

。
ゆ
と
り
あ

る
生
活
の
中
で
自
分
の
良

さ
を
発
揮
さ
せ
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る

。

▽
子
匪
た
ち
は
、
国
際
化

、

情
報
化
、
価
嗄
観
の
多
様

化
な
ど
変
化
す
る
社
会
の

中
で
生
活
し
て
い
る

。
こ

れ
ら
の
社
会
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う

、
知
識
や
技

能
磴
俔
か
ら

、
主
体
的
に

判
断
し
行
勣
で
き
る
資
質

や
能
力
の
重
視
へ
と

、
学

力
観
を
変
え
る
必
要
が
あ

る

。
そ
し
て

、
こ
の
新
し

い
学
力
観
に
そ
っ
た
学
力

は

、
学
校
で

学
ん
だ
こ
と

を

、
冢
庭
や
地
域
社
会
の

生
活
に
生
か
す
こ
と
で

、

深
め
ら
れ

、
身
に
つ
く
こ

と
に
な
る
と

考
え
ら
れ

る

。
こ
の
た
め

、
子
供
が

家
庭
や
地
域
社
会
に
お
い

て
過
ご
す
時
間
を
増
や
す

必
要
が
あ
る

。

▽
社
会
の
週
休
2

日
制
の
替

及
拡
大
は
、
心
の
豊
か
さ

と
ゆ
と
り
を
求
め
る
国
民

の
志
向
の
表
れ
で
あ
る
。

教
員
に
も
よ
り
多
く
の
自

由
な
時
閧
を
も
た
ら
す
こ

と
で

、
子
裝
の
教
育
に
好

ま
し
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

課

題

と

検

討

委
員
会
の
設
置

学
校
週
5
日
制
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
2
つ

に
要
約
さ
れ
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
休
日
が
増
え

て
も
、
従
来
の
教
育
水
県
を

確
保
し
つ
つ
、
児
童
・
生
徒

の
学
習
負
担
が
過
竝
に
な
ら

な
い
ぶ
つ
に
す
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う

こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
子

供
た
ち
か
休
日
を
有
意
義
に

過
ご
せ
る
ふ
つ
、
家
庭
や
地

域
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い

て
、調
査
、検
討
す
る
た
め
、

区
は
「
足
立
区
学
校
週
5
日

制
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
週
5
日
制
を
円
滑
に

導
入
す
る
た
め
に
は
。学
校
、

家
庭
、
地
域
の
連
携
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
検
討
委
H
会
に

は
、
町
会
・
自
治
会
・
P
T
A

、
青
少
年
委
員
会
地
域
や

父
兄
の
代
表
者
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
も
実
施
し
、

関
係
者
の
意
見
も
広
く
取
り

入
れ
な
が
ら
、
当
面
7
月
ま

で
に
月
―
回
の
学
校
週
5
日

制
へ
の
対
応
策
を
打
ち
出
し

て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
今
浚
、
完
全
週
5
日

制
へ
移
行
し
た
場
合
の
長
關

的
課
題
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

な
お
、教
育
委
員
会
は
、長

期
的
課
題
の
う
ち
地
域
の
受

け
入
れ
体
制
づ
く
り
に
つ
い

て
、
第
7
期
足
立
区
社
会
教

育
委
員
会
議
に
、今
秋
、諮
問

を
し
倹
討
し
て
い
た
だ
く
や

定
で
す
。

学
校
週
5
日
制
が
円
滑
に

導
入
で
き
る
よ
う
区
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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く らしの中に
スポ ー ツを

スイ ムスポ
ー ツ セン夕

ー

う き う き

館

へ 行 こ う

5 月 3 日 7オ
ー プ ン

1・う・1喫5n。責eヽ・、i l わ池ヵヽな風12誘われg5。心ぱヵ・り

か身体もう; i 可き巴sきま泄g沁ヽ。£・咒なあなたのためI J 、L'
よいよ5月3日、。|日竹の塚温水り一渥だ叺11sフポー` ツセジタ
ーうきうき岷と

か
て新たにぶ一口・QI ま謠。a2 は、温水QI・-

し い 応m

慓 髑|

さあ。あなたもうきうき館でいい汗流41r 戸 ま。せ冗ヵ'。

あ
な
た
は
こ
こ
で
魚
に
な
る

で
っ
か
い
ぞ
温
水
プ
ー
ル

う
き
う
き
館
と
い
え
は

、
や

て

、(
尽

日
さ
れ
て

き
て
い
ま

は
り
「
臨
水
プ
ー
ル

」衣

泳
は
、

す
。
一
年
巾
次
泳
が
楽
し
め
る

だ
れ
で
も
口
分
の
レ
ベ
ル
に
劭

う
き
・―

晶

で
。
あ
な
た
の
健

わ
せ
て
で
き
る
全
身
迎
動
と
し

康
つ
く
り
を
始
り

ぷ
せ
ん
か
、一般用プールもゆ ったりした造り

屋
根
は
開
閉
ド
ー
ム
式

一
股
m
フ
ー
ル
は
2
5
『
で
9

コ
ー
ス
の
咫
り
ゆ
っ
た
り
・
泳

げ
る
の
が
魅
刀
で
祐
ま
た
、

9
恨
は
開
闌
ド
ー
ム
式
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
を
?
に
は
日

4
し
を
た
っ
ぷ
り
浴
び
る
こ
と

が
で
き
て
、
皿
叶
さ
は
抜
酊

も
ち
膏

幼
心
川
プ
ー
ル
1
5
1
X
6

巴

も
あ
り
ま
す

ご
家

吸
そ
ろ
っ
て
便
し
め
ま
す
ね
。

天井が高いので解放感いっぱい

う
れ
し
い
フ
リ
ー
タ
イ
ム
制

川
川
時
間
心
な
ら
、い
つ
で
か
召
わ
せ
る
の
で
兮
、あ
な

も
旧
人
で
阿
唄
で
き
ま
す
、蒔
た
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
弖
‥
わ
せ

回
を
以
に
せ
r
町
漢
な
だ
け
泳
で
、
叱
い
こ
な
し
了
ぺ
た
さ
い
、
y

よ

収
泳
が
あ
な
た
に
と
っ
て
も
っ

今
ま
で
の
よ
う
に
啀
設
の

時

と
徊
近
な
ス
ポ
ー
ツ
に
な
る
は

川
に
あ
な
た
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ず
て
す

飛 び 魚 の よ う に
泳 い

で み た い

美しく、健康なカラダになる

卜レーニングルーム
指
導
は
専
門
の

ト
レ
ー
ナ
ー
が

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
に
は

健
康
体
勾
削
談
千
が
俳
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
利
用
す
る
皆
さ
ん

の
佃
々
の
体
力

、
レ
ベ
ル
に
心

じ
て
、
専
門
の
ト
レ
ー
ナ

ー
か

辿
動
メ
ニ
ュ
ー
を
作
吸
し
て
あ

な
た
の
健
哦
づ
く
り
の
お
手
仁

い
を
し
ま
す
。
叨
め
て
の
刀
に

は
ビ
ギ
ナ
ー
訊
M

か
あ
る
の
で

女
心
で
す
。
譱
新
の
ト
レ
士

一

ン
グ
マ
シ
ン
が
あ
な
た
を
待
っ

て
い
ま
す
。、

健
康
は
ご
・つ
9

ん
が
も

っ
と
も
関
心
夸
持
っ
て
い
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
河
か
1
如
足

い
と
い
け

な
い

」と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
。

そ
ん
な
あ
な
た
に
こ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
康
適
で
す
。

仕
事
帰
り
に

い
い
汗
流
そ
う

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
9

畤
ま
で
利
円
で
き
ま
す
。
仕
事

を
終
え
て
か
ら
で
も
卜
分
間
に

自
い
ま
す
。

額の汗が心地よい

ダ ン ス 、体 操には小体育室を
笑

顔 で ト レ ー
ニ ン グ し よ う

演
劇
や
音
楽
会
に
も

体
育
館
が
文
化
活
動
の
場
に

。新
し
い
「
う
き
う
き
憫
」
に

は

休
育
館
も
で
癶
汞

し
た
、
バ

レ

ー
ボ
ー
ル
ー
面
ま
た
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
が
2

而
と
れ

ま
す
。
ま
た
、
体
育
館
の
'
陥

に
は
阪
汲
舞
台
が
設
癶
さ
れ
て

い
ま
す
。
8

月
か
ら
は
男
公
や

講
演
余
、
演
劇
や
昌
楽
公
な
ど
、

叫
吹
い
え
化
祐
動
の
痢
と
し
て

利
川
で
祭
ま
す

一
体
介
館
の
舞

台
の
利
用
に
つ

い
て
は
「
剛
体

利
川
の
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
)
。
小
体
育
室
は
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
・
健
髄
仏
操
な
ど
に
范
皿

休

介
凧
と
は
唄
の
ス
ペ
ー
ス
に
な

う
て
い
ま
す
か
ら
、
沿
い
切
り

体
操
に
災
中
で
き
ま
す
ね
。

広
い
プ
ー
ル
が
ス
テ
キ
ね
!

赤
津

正
恵
さ
ん
(花
畑
五
丁
目
在
住
)

1
月
旧
日
『
金
ご

っ
き
'
里

』

館
で
は
オ
ー
プ
ン
を
前
に

、
団

体
利
用
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
れ
た
皆
さ
ん
は
ブ
匕

レ
た
内
装
と
設
備
に
ウ
ク
ト

。町
の
施
設
に
く
ら
べ
て
プ

ー
ル
か
広
い
で
す

侭

建
初
も

モ
ダ
ン
で
、
く
つ
ろ
げ
る
感
じ

か
し
ま
す

と
、
グ
ル
ー
プ
で

水
泳
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う

小
律
さ
ん
。
皆
さ
ん
オ
ー
ブ
ン

か
待
ち
遠
し
い
感
じ
で
し
た
こ

団
体
利
用
の
案
内

う
き
う
き
館
で
は
、
X
民
の

皆
さ
ん
が
サ
ー
ク
ル
g

動
の
場

と
し
て
灸

用
で
4
る

よ
・つ
、

川

体
利
川
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。利

用
で

き
る
施
べ

時
川
、

糾
企
は
乙

衣
の
と
お
り
で
す
。

了
月
分
の
団
体
利
用
申
込
期
間

・

方

法

等
5

リ
ー

凵

(
舍

、
午
前
9
時
'か
ら
抽
選

に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

5
川
、
6
月
分
に
つ
い
て

は
受
け
付
け
巾
で
す
、

体
育
館
の
舞
台
等
の
利
用
申
込

期
間

利
川
す
る
1

年
叩
の
月

の
I
H

か
ら
3
ヵ
月
加
の
月

の
末
日
ま
で
で

す
。
利
用
聞
始

は
8

月
か

ら

で
、
利
用
で
き

る
日
は
、
征
月
H

口
か
ら
月
末

ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
(
毎
月
1

日
か
ら
旧
口

ま
で
は
痂
田
セ

ン
タ
ー
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
)
。

ま
た

、5
月
1
0

日
ま
で

は

、
典

杓
利
用
に
つ
い

て
は
痂
Ⅲ
セ
ン

タ
ー
で

受
け
付

け
て
い
ま
す

。

こ
注
章
ぐ
だ
さ
Q

団体利用料金

うきうき館ご案内
足 立 区 西 保 冰 閧4 ヽ- 10- 1

0385C〕- 1133

< 交通鍵関>

・東武竹ノ塚駅東口から
東武バス花畑桑袋団地行、また
は都バス膺掃工場行で「足立灣
掃T 攜」下14【

・北千住駅西口から
都バス足立酬掃工場卜で終点ド
車

※ 畦車揚力t狹いので珥での来場は
なるべくご違肥ください。

音響テストをする区民オーケストラの皆さん

利 用 料 金( 個人利用)

子 供 と は 中 字 生 以 ‾Fで4 。

1便 利 で 糎|安 な フ リ ペ イト カ ー・-卜 も あ り ま で1。

有 料 仭 駐 車 櫑 か あ り ま4( 1 眄 問 樋200 円)

開 館 時 間

年末年姶( 12月28日～1月4日) と、特別清掃日は休館になります。

清
掃
工
場
の
熱
を

利
用
し
て
ま
す

ご
ぞ
ん
じ
で
し
た
か
ご

つ

き
う
き
覿
の
温
水
プ
ー
ル
は

隣
接
す
る
足

立
灣
掃
工
場
の

焼
却
熱
を
利
用
し
て
い
る
ん

で
す
。

ゴ
ミ
を
燃
や
し
た
熱
を
無

駄
に
せ
す
、
こ

ん
な
し
ゃ
れ

た
温
水
プ
ー
ル

に
生
か
せ
る

な
ん
て

、
す
て

き
で
す
ね
。

まずは 体験

オ ープ ン フ ェ ス テ ィバ ル

全館無料開放
5/ 3～5 ( 午前9時～午後5時)

温水プール

☆今シーズンの朷泳ぎはこ
こで!
自由に咏ぐことかできま
す。占八沫法、リズム水泳
などの哽範演技もありま
す。

体 育 館

きN・1●ス ポ ー ツ 体 験

・ ビ ー チ ボ ー ル バ レ ー

・ パ ド ル テ ニ ス ー な ど

☆ ト ラ ン ポ リ ン に 挑 戦

模 範S 技 も あ り ま す ー

ご?バ レ ー ポ ー ル 教 室 り11 」、

T唆】時～3時}

応 オ リ ン ピ シ ク 選 手( 松

紂 選 手 他) が 足 立 に 来 る 。

卜ーレーニン
グルーム&
小 体 育 館

☆トレーニングマシン体験
☆やってみよう、ストレッ
チ& エアロビクス、太極
挙。

々健康休力相談も心け付け
ます

< 持ち初>

水着・水泳幡・体操
着 ・ 体 育 館 シ ュ ー ズ

当日直接会鳩へどうぞ

ス ケ ッ チ

あだち

別れと新しい出会いと

千寿第六小と千寿第七小が閉校式
千 寿 桜 小 学 校 が 開 校

板
の
つ
ほ
み
も
ふ
く
ら
み

始
め
た
3
月
2
5
日
、
千
寺
第

六
小
と
千
寿
令
七
小
で
閉
校

八
か
卜
わ
れ
ま
し
た
。

£

じ
い
さ
ん
、
お
父
さ

ん
も
卒
業
し
た
こ
の

千
七
で

私
も
卒
業
し
た
か
っ
た
』
と

代
人
の
山
川
笂
穗
さ
ん
か
お

刈
れ
の
I
g
葉
岑
迂

べ
る
と
、

会
助
が
し
ん
と
静
ま
る
場
而

も
。
最
筏
の
校
臥
八
心
に
声

を
つ
害
り
せ
る
父
兄
の
安
も

・
q
ら
れ
ま
し
た
。

と
も
に
5
0
千
余
り
の
堅
史

を
つ
つ
っ
た
。則
咬
か
幕
を
閉

じ
、
4
月
7
日

。
千
寿
陂
小

学
校
と
し
て
産
声
を
あ
げ
ま

し
た
。
新
し
い

皎
岔
は
千
心

笊
七
小
の
跡
地
に
平
成
6

叭

冗
成
の
予
定
。
そ
れ
ま
で
は

旧
千
寿
第
六
小
の
皎

介
で
学
ぴ
ま
す
。
新

し
い
千
4
り
小
学
稜

は
、
地
域
に
聞
か
れ

た
斯
し
い

乍
稜
を
目

指
し
ま
す
。

▲千六の校歌を演
奏するのも今日
が最後です

校旗を返還する
千七の代表児童

▲ 胸を張って新しい校
歌をうたいました

大
イ
チ
ョ
ウ
の
外
科
手
術

花
畑
正
覚
院

さる3月6・7日、名愈医山野忠彦
さんの手で「乳だれのイチョウ」に` ' 外
科手術、、かほわれました、あの大イチ
ョウの旡しい姿がきうとよみがえるこ
とでしょう。

ちびっ子太公望がずらり
元渕江公園で少年魚つり大会

恒 汐|」の 少 £l i魚 つ り 人 会 が3 月291 十 こ 闃

催 さ れ 、小 ・ 巾 学 生 約l a 】人 が 呪 を 戦 い 台

い ま し た 。 卜 引 よ湯 田 健 一君( 加 平 小6

年) と& 呎 帳 価 君( 第 町 中2 年) で し た 。

お め で と うz !

小雨の中でもウキを見つ
める目は真剣

区
民
慰
安
民
謡
民
舞
大
会

お
と
し
よ
り
を
招
き
開
催

3
月
2
9日
、
χ

又
化
会
館

に
お
い
て

、
足
立
民
謡
団
伍

連
盟
(
会
艮
田
中

若
笑
声
さ
ん
)

主

催
の
区
民
慰
安
民

朏
民
舞
大
会
が
開

随
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
分
た
ち
の

発
表
の
場
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
も

民
謡
の
艮
さ
を
知

っ
て

も

ら
い
た

い
。
そ
の
一
歩
と

し
て
今
回
は
お
と

y
り
の
皆
さ
ん
を
招
待
し

ま
し
た

」
と
理
事
艮
の
渡
辺

笑
玉
さ
ん
。
招
か
れ
た
參
(

ク
ラ
ブ
迎
合
会
Ⅲ
人
の

皆
さ

ん
は
、
体
で
リ
ズ
ム
を
と
っ

た
り
、
囗
す
き
ん
だ
り
し
て

休
日
の
ひ
と
と
き
壹
t
'し
ん

で
い
ま
し
た
。

▲「いいのどしてるねェ」と
民謡に聴き入るみなさん

▲
「
は
ぁ～
」
と
、
巧
み
な

こ
ぶ
し
ま
わ
し
に
会
場
は

ウ
ッ
ト
リ

よ
み
が
え
れ

荒
川
五
色
桜

黒
い
土
に
ザ
ッ
ク
ゾ
と
ス

コ
ッ
プ
を
入
れ
る
と
、
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。
3
月
2
7
日
、
建
設
省
一
桜

づ
つ
み
モ
デ
ル

事
雛
」
の
第

一
歩
と
し
て
。
喰
樹
式
か
行

わ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
荒
川
の
江
北
堤
は

花
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。ま
た
こ
の
桜
は
、

明
治
4
5
年
に
日
米
観
西
の
た

め
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
に
咆
ら

れ
、
ポ
ト
マ

ッ
ク
湖
畔
の
桜

と
し
て
も
有
名
に
な

う
て
い

ホ
T
。
し
か
し
、
残
念
な
こ

と
に
こ
の
桜
は
放
水
略
改
修

等
に
ち

、
昭
和
2
2
年
に
は

全
滅
し
て
し
ま
い
ホ
C
た
。

五
色
桜
の

復
活
豈
呷
つ

皆
さ
ん
の
熱

意
に
よ
り
、

区
で

は
昭
和
2
7

年
か
ら
、

た
び
た
び
ア

メ
リ
カ
合
衆

国
か
ら
の
里

姆
り
を
鼠
み

て
癶
汞
し
た
。
今
回
、
多
く

の
方
々
の
熱
心
な
動
き
か
け

と
関
係
団

体
の
協
力

が
実

り
、
こ
の
モ
ーア
ル

事
業
が
実

現
し
ま
し
た
。

あ
の
五
色
椡
が
か
つ
て
の

美
し
い
姿
を
兄
せ
て
く
れ
る

日
も
、
間
近
い
こ
と
で
し
ょ

う
。

今号から「まちかど通暦」に
変わって「スケッチあだち」を
お届けします。皆さ心 まちの
話題・情報をどしどしお寄せく
ださい。
連絡先 本庁合( 千住) ・広報課
〒1S チ住1- 4- 18

a3882- 1111( 代)

● 本号から25日号は、2 色刷りになりました。 ≪広報課≫
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くらしの
情
報

本庁舎( 干住) へのお 問い 合 わせ は…

3882- 1111 ㈹
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
そ れ ぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。

福

祉

今月は、心身障害者
福祉手当( 区制度) と
難病患者福祉手当の

定例支払月です

2
5日
ご
ろ
、
届
け
出
さ
れ
た

預
金
口
座
に
手
当
を
振
り
込
み

ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
(
今
回
支
給
分
は
3
年
1
2

月
～
4
年
3
月
分
で
す
)
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
。

障
害
福
祉
係

体
が
不
自
由
な

高
齢
者
の
方
へ

住
宅
改
造
費
の

助
成
を
し
ま
す

6
5歳
以
上
で
体
が
不
自
由
な

た
め
、
入
喰

排
せ
つ
、
調
理
、

移
動
等
、
日
常
生
活
勣
作
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
方
が
住
宅

の
改
造
を
す
る
場
合
、
貲
用
の

助
成
を
し
ま
す
。

た
だ
し
所
得
に
応
じ
費
用
の

負
担
が
あ
り
ま
す
(
表
1
)
。

助
成
種
目

浴
室
、
玄
関
、
台

所
、
ト
イ
レ
、
居
室
等

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事

務
所

足
立
　
(
3
8
8
8
)

3
1
4
1

、中
部
　
(
3
8
8
9
T
4
8
1

、東
部
　
(
3
6
0
5
)
7
1
0
5

、西
部
　
(
3
8
9
7
)
5
0
1
1

、
北

部
　
(
3
8
8
3
)
6
8
0
0

表1　 高齢者住宅改造助成の費用負担基準 ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成

ひ
と
り
観
家
庭
医
療
費
助
成

制
度
は
、
保
険
診
療
に
よ
る
医

療
費
の
自
己
負
担
額
分
を
助
既

す
る
制
度
で
す
。
該
当
す
る
方

は
申
誚
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
を
受
け
ら
れ
る
方

区
内

に
住
所
が
あ
る
医
療
保
険
の

加
入
者
で
、
次
に
該
当
す
る

児
童
(
1
8歳
に
な
っ
た
年
の

年
度
末
ま
で
該
当
。2
0歳
未

尚
で
中
度
以
上
の
障
害
の
あ

る
児
童
を
含
む
)
と
、
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と

り
観
家
庭
の
方

▽
父
母
が

離
婚

▽
父
ま
た
は
母
が
死

亡

▽
父
ま
た
は
母
が
生
死

不
明

▽
父
ま
た
は
母
が
重

度
障
害

▽
父
ま
た
は
母
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
で
1

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
父
が
い
な
い
(
母
が
婚
姻

に
よ
ら
ず
慄
胎
し
た
児
童
で

父
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
)

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
戸
籍

謄
本
(
申
誚
者
・
児
童
)
1

通

▽
健
康
保
険
証
(
申
請

者
・
児
童
)
　
▽
印
か
ん

▽
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の

手
帳

▽
昨
年
1
月
2
日
以

降
足
立
区
に
転
入
し
た
方

は
、
前
住
所
地
の
区
市
町
村

長
発
行
の
平
成
3
年
度
所
得

証
明
書
(
児
童
扶
養
手
当
用
)
1

通

▽
足
立
区
に
庄
民
登

録
の
な
い
方
は
、
続
柄
の
記

載
の
あ
る
世
帯
全
員
の
住
民

票
1
通

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
が
申
請

す
る
場
合
に
必
要
な
も
の

▽
児
童
扶
養
手
当
証
書

▽

健
康
保
険
証

▽
印
か
ん

医
療
費
助
成
の
対
象
外
の
方

▽
生
活
保
護
受
給
中
の
方

▽
心
身
障
害
者
医
療
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方

▽
所

得
制
限
額
以
上
の
方

▽
児

童
福
祉
施
設
等
に
入
所
の
方

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
児
童
医
療
担
当

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か

。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊

富
な
ペ
テ
ラ
ン
保
母
が
育
成
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
の
す
こ
や
か
な
成
長
の
た
め

に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

▽
興

野
保
育
園
(

西
新
井
本
町
4
1
1
9
-
2
3
)

　
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

毎
週
月
・
木
躍

日

▽
観
隣
館
保
育
園
(

梅

田
4
1
2
9
-
6
)

　
(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

毎
週
水

・
金
曜
日

▽
新
田
保
育
園
(

新
田
2
1
1
-
1
0
)

・
。(
3
9
-
4
)
6
4
6
6

毎
週

火
・
土
曜
日

相
談
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
5
時

相
談
方
法

電
話
お
よ
び
面
接

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

児
童
助
成
係

あ
い
あ
い
公
社
介
護
講
座

家
庭
介
護
の
コ
ツ

区
民
の
皆
さ
ん
が
家
庭
で
の

介
護
に
理
解
と
関
心
を
深
め
、

家
庭
や
地
域
で
役
立
て
て
い
た

だ
け
る
よ
う
介
護
講
座
を
閧
催

し
ま
す
。

日
時
5

月
1
8・
2
0・
2
2日
、

午
後
2
時
～
4
時
3
0分

場
所

綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
2
階
第
2

洋
室

対
象
1
8
歳
以
上
の
健
康
な
区

民
の
方
で
、3
日
間
と
も
受

講
で
き
る
方

講
師

斎
藤
い
し
氏
(
都
立
駒

込
訶
院
外
来
相
談
)

定
員
4
0
人
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、「
介
護
特
別
講

座
」
と
明
記

申
込
期
限
5

月
7
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

あ
い
あ
い

公
社

〒
1
2
3西新
井
2
乱
1
1

　
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

年

金

ね
ん
き
ん
相
談

日
時
5

月
6
日
(
水
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
3
0分
(
毎

月
第
1
水
曜
日
に
閧
設
)

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
・

国
民
年
金
課
前

内
容

年
金
に
っ
い
て
の
疑
問

や
心
配
事
に
、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
担
当
官
が
答
え

ま
す

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

国
民
年
金
積
立
金

還
元
融
資
の
施
設

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年

金
支
払
い
の
た
め
の
財
源
と
し

て
積
み
立
て
ら
れ
る
ほ
か
、
地

方
公
共
団
体
に
長
期
低
利
で
融

資
さ
れ
、
福
祉
施
設
の
建
設
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
年
金
積
立
金
還
元
融

資
」を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
施

設
は
、
す
で
に
区
内
に
2
0数
ヵ

所
あ
り
ま
す
。

平
成
3
年
度
は
新
た
に
表
2

の
施
設
が
決
定
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
S

民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表2　 年金積立金還元融資の施設

生

活

環

境

特
殊
建
築
物
の

定
期
報
告

劇
場

、
ホ
テ
ル

、
マ
ー
ケ
ッ

ト

、学
校
、病
院
等
の
多
数
の
人

々
が
利
用
す
る
建
築
物
(

特
殊

建
築
物
)
は

、
欠
陥
が
あ
ス
と

火
災
や
地
震
等
が
発
生
し
た
場

合

、
大
忝
な
災
害
に
つ
な
が
り

ま
す

。
そ
の
よ
う
な
事
故
の
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
建
築

基
準
法
で
は
所
有
者
、
袤
た
は

管
理
者
が
、建
築
物
の
敷
地
、構

造
お
よ
び
設
備
の
状
況
に
つ
い

て
I

・
二
級
建
築
士

、ま
た
は

建
設
大
臣
が
定
め
る
調
査
資
格

者
に
定
期
的
に
調
査
を
依
頼
し

て

、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
よ

う
に
定
め
て
い
ま
す
(

特
殊
建

築
物
等
定
期
調
査
報
告
制
度
)
。

な
お

、
平
成
4
年
度
の
報
告

対
象
建
築
物
は
表
3

の
と
お
り

で
す

。

報
告
書
等
提
出
・
調
査
資
格
者

等
問
合
せ
先

附
東
京
建
築
防

災
セ
ン
タ
ー

〒
1
0
8港区
高

輛
2
-
1
5
1
1
9高
輪
明
光
ビ

ル
5
階

(
3
4
4
8
)
0
8
8
8
㈹

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

建
築
課
亊
務
調
整
係

表3　 定期報告の対象になる特殊建築物(平 成4 年度)

注1. F £3 は、3 階以上の階でその用途に供する部分( 1( 旧l rを超えるものに限る) を徇覃るも
のを、A は。その用途に供堽る部分の床面積の合計をそれぞれ示覃。

2. 新築または改築( 一部の改築を除<) に係る建築勧の報告時期は、検査済証の交付を受けた

直後の時期を除く 。

住
居
表
示
板
破
損

紛
失
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
の
届
け
出
が
済
ん

で
い
る
家
屋
等
で

、
玄
関
や
門

に
取
り
付
け
て
あ
る
「
○
町
○

丁
目
○
番
○
号
」
の
住
居
表
示

板
(
緑
色
の
プ
レ
ー
ト
)
を
破
損

ま
た
は
紛
失
さ
れ
た
方
に
は
、

新
し
い
表
示
皈
を
差
し
上
げ
て

い
ま
す

。
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

庄
罟
表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

家
屋
等
新
築
さ
れ

た
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
整
備
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い
と

住
所
が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、

転
入
等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ

ん
。
届
け
出
に
は
、
建
築
確
認

書
一
式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

住
居
表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

募

集

区
立
保
育
園

臨
時
職
員
募
集

申
込
資
格
1
8
歳
以
上
5
5歳
く

ら
い
ま
で
の
健
康
な
方

勤
務
場
所

各
区
立
保
育
園

勤
務
職
種
お
よ
び
賃
金

▽
産

休
・
病
欠
代
替
職
員
…
午
前
8

時
3
0分
～
午
後
5
時
1
5分
(

土
曜
日
は
午
後
1
時
3
0分

ま
で
)
、時
給
讎
円

▽
土
曜

日
保
育
・
土
曜
日
給
食
用
務

職
員
…
午
前
8
時
3
0分
～
午

後
1
2時
3
0分
、
時
給
讎
円

▽
特
例
保
育
職
員
…
午
前
7

時
3
0
分
～
9

時
3
0
分
お
よ
び

午
後
4

時
～
6

時
(

ど
ち
ら

か
で
も
可
)
、
時
給
8
7
0円

※
住
所

、
氏
名
。
連
絡
先
等
を

登
録
し

、
欠
員
が
あ
り
し
だ
い

逓
絡
し
ま
す

。
登
録
は
常
時
受

け
付
け
し
て
い
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
保
育
第
一
係

ご

協

力

を

赤
十
字
事
業
資
金

昨
年
は
、
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
足
立
区
で
は
1
千
9
0
0万

円
余
の
温
か
い
善
意
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
年
も
5
月
1
日
か
ら
3
1日

ま
で
の
間
。赤
十
字
の
社
資
(
事

業
資
金
)
募
集
を
行
い
ま
す
。

こ
の
お
金
は
、
国
際
救
援
、

災
害
敘
護
、
献
血
な
ど
の
亊
業

推
進
の
た
め
の
貴
重
な
資
金
と

し
て
使
わ
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

地
域
振
興
課
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

地域指導者養成講座第1 期

キ ャンプ セミナ ー
―地球にやさしく ―

自
然
や
環
境
を
テ
ー
マ
に
キ

ャ
ン
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
い
ろ
い

ろ
を
紹
介
し

、
わ
ら
じ
や
味
噌
(

み
そ
)

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

す

。

日
時
・
場
所
・
内
容

表
4

対
象
1
6

歳
以
上
で
興
味
の
あ

る
方

定
員
4
0

人

申
込
方
法

所
定
の
用
紙
ま
た

は
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
(
フ

リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号

、
所
攜
団
体
名
、
キ
ャ

ン
プ
セ
ミ
ナ
ー
希
望
と
明
記

(電
話
申
し
込
み
も
可
)

申
込
期
限
5

月
1
2日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
少
年
育
成
係

〒
1
2
0千
住
I
-
4
j
1
8

表4　 キャンプセミナー日程

※時間はいずれも午後7時～9時( 宿泊は別途)

区・都民税、
国保・年金保険料
の納入 は

便利な口座振替で

特
別
区
民
税
、
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、
国
民
年

金
保
険
料
の
口
座
振
替
の
手

続
き
は
、
取
り
引
き
の
あ
る

金
融
機
関
の
窓
囗
(

郵
便
局

を
除
く
)

と
、
区
役
所
各
担

当
課
で
行
つ
て
い
ま
す
。

手
纃
き
に
は

、
預
金
通
帳

・
銀
行
届
印
・
納
付
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税

…
納
税
課
整
理
係

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

▽
国
民
健
康
保
険
料
…
国

民
健
康
保
険
課
収
納
管
理

係
(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

▽
国
民
年
金
保
険
料
:
南
一

民
年
金
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で
。1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

☆
バ
ザ
ー
開
催
と
提
供
品
募

集
(
西
新
井
「葦
の
会
」)

5
月
2
4
日
(
日
)
、午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
/
ス
ー
パ
ー
車

屋
(
西
新
井
四
丁
目
)
/
日
用

雑
貨
、衣
類
等
の
提
供
を
/

古
矢
　
(
3
8
9
0
)
4
8
8
5

☆
バ
ザ
ー
提
供
品
募
集
(

竹

の
子
共
同
保
育
園
)
5

月
2
4

日
(
日
)
開
催
の
バ
ザ
ー
に

、

雑
貨
品
、
贈
答
品

、
古
着
等

の
提
供
を
/

渡
辺

　
(
3
8
8
3
)
7
6
4
3
(

昼
間
)
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伊豆高原
あだち荘

湯河原あ
だち荘

日 光 林
間 学

園

塩原林間
学園 上 総 湊 健 康 学 園

鹿 沼野外レク
リエ ー ションセ

ンタ
ー

利用申込はコミュニティ文化・
スポーツ公社の各施設へ

7
月
分
の
利
用
案
内

7
月
分
の
利
用
申
し
込
み

は
、
表
6
の
と
お
り
で
す
。

た
だ
し
、
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
7
・
8

月
分
の
抽
選
は
、
既
に
終
了

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
光
林
間
学
園
、
塩

原
林
間
学
園
、
上
総
湊
健
康
学

園
は
、学
校
教
育
施
設
の
た
め
、

利
用
期
間
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
表
7
で
ご
確
認
の
う

え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

空
室
の
利
用
方
法

▽
抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込

み
は
、
利
用
月
の
前
月
の
第
2

金
曜
日
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1」
揣
末
機
で
予
約
で
き

ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施

設
で
も
直
接
受
け
付
け
し
ま

す
(
7
月
分
は
6
月
1
2日
か

ら
)

▽
電
話
予
約
は
第
3
金
曜
日
か

ら
、
公
社
の
各
施
設
で
受
け

付
け
し
ま
す
(
7
月
分
は
6

月
1
9日
か
ら
)

※
予
約
後
、3
日
以
内
に
お
近

く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
期
閧

を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な

り
ま
す
(
利
用
申
し
込
み
は
、

利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
き
ま

す
)
。

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
の
空
き
利
用
等

ハ
ガ
キ
抽
選
・
申
し
込
み

は
、
宿
泊
棟
の
み
で
す
(
7

・
8

月
を
除
く
)
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
、

常
設
テ
ン
ト

、幕
営
地
は

、利
用

日
前
月
の
窓
口
申
し
込
み
時
か

ら
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

4
・
5

月
分
の
空
き
利
用

は
、
表
5

の
各
公
社
施
設
窓
口

ま
た
は
電
話
予
約
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
6
・
7
・
8
月
分
の

空
き
利
用
の
申
し
込
み
・
受
け

付
け
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

▽
6

月
分
…
窓
囗
(
5

月
8
日

か
ら
)
、
電
話
(
5

月
1
5
日
か

ら
)

▽
7

月
分
…
窓
囗
(
6

月
1
2日

か
ら
)
、
電
話
(
6

月
1
9
曰
か

ら
)

▽
8

月
分
・
:
窓
囗
(
7

月
1
0日

か
ら
)
、
電
話
(
7

月
1
7
日
か

ら
)

利
用
の
変
更
・
取
消

い
ず
れ
も
、
公
杠
の
各
施
設

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

現
地
で
は
、取
り
扱
い
ま
せ
ん

。

▽
利
用
人
数
の
増
は

、
利
用
日

の
前
日
ま
で
で
す
(

部
壓
の

定
員
内
)
。

た
だ
し
、
伊
豆
高
原
あ
だ
ち

荘
は
、
利
用
日
の
3
日
前
ま
で

で
す
。

▽
人
数
の
減
・
取
消
は
、
前
日

ま
で
で
す
。7
日
前
ま
で
に

手
続
き
を
す
る
と
全
額
、
そ

れ
を
過
ぎ
て
前
日
ま
で
に
手

続
き
を
す
る
と
食
事
代
の
み

お
返
し
し
ま
す
。

※
返
還
は
、
囗
座
振
晉
で
行
い

ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際
、
利

用
代
表
者
の
預
金
通
帳
(
郵
便

局
を
除
く
)
・
印
か
ん
・
利
用

承
認
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

表5　 公社 施設一 覧 表

※ 文化 会館は廃館となるため、受け 付けができるのは平成4 年7 月までです。

表6　7 月分の利用案内( 鹿沼を除<)

※伊豆高原・湯河原あだち莊は、7 月14・15・28・29日が休館日です( 伊豆高原は7・8
日も休館)。また7 月21日～31日利用は、1 クループ15人以内に限ります。

表7　林間学園・健康学園の一般開放日

保養所やテニスコー卜、野球場
など、茶の間から空き予約
あいネット21 会員募集中

ロ
ー
カ
ル
キ
ャ
プ
テ
ン
を
利

用
し
、
区
政
の
情
報
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
趣
味
活
動
な

ど
、
多
彩
な
情
報
を
提
供
中
の

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」。

4
月
か
ら
は
、
保
養
所
な
ど

区
の
宿
泊
施
設
や
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
野
球
場
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
空
き
予
約
が
「
あ
い
ネ

ッ
ト
2
1
」で
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
数
は
約
千
人
。

区
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
区

民
の
皆
さ
ん
に
、こ
の
「
あ
い

ネ
ッ
ト
2
1」
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
。
よ
り
楽
し
く
、
そ
し
て

家
庭
で
気
軽
に
ふ
れ
て
い
た
だ

け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

設
置
経
費
は
無
料
で

す
の

で

。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

申
込
方
法

電
話
予
約
(

申
込

用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
)

設
置
経
費
等

区
助
成
金
制
度
(

月
1

万
5

千
円
)

が
あ
り

無
料

必
要
経
費

電
話
回
線
を
利
用

す
る
の
で

、
そ
の
使
用
料
3

分
間
1
0
円
が
か
か
り
ま
す

端
末
機
の
設
置
等
1
4

イ
ン
チ

テ
レ
ビ
と
同
じ
大
き
さ
の
端

末
機
を
設
置

。
既
設
の
電
話

ジ
ャ
ッ
ク
と
結
び
奪
T
(

既

存
の
電
話
も
使
え
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ

先

本
庁
舎

♀

住
)
・
広
報
課
あ
い
ネ
ッ

ト
担
当

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

表8　 各施設の利用案内

湯河原あだち荘
。
夏には

海 水 浴も 楽し めま す

掲示
板

□
聴
覚
障
害
者
用
「F
A
X
1
1
0

番
」
ス
タ
ー
ト

聴
覚
障
害
者
が
事
件
や
事

故
に
あ
っ
た
場
合
に
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
齧
察
へ
の

通
報
が
始
ま
り
ま
し
た
。

通
報
先

警
視
庁
・
通
信
指

令
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

千
住
警
察
署

　
ハ
3
8
7
9
)
0
1
1
0

、
西
新
井
齧
察
署

　
(
3
8
5
2
)
o
1
1
0

、

綾
瀬
警
察
署

　
(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

□
平
成
4
年
度
警
視
庁
警
察

官
募
集
(
男
子
)

▽
第
1
回
試
験
…
6
月
7

日

▽
第
2
回
…
7
月
5
日

▽
第
3
回
・
:
8月
2
3日

▽

第
4
回
…
9
月
6
日

▽
第
5

回
・・・
1
0月
4
日

▽
第
6

回
・
:
H月
1
5日

▽
第
7
回

・
:
5年
3
月
2
1日

い
ず
れ
も
日
曜
日
、
詳
細

は
各
齧
察
署
へ

▽
千
住
齧

察
薔

　
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

▽
西
新
井
齧
察
署

　
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

▽
綾
瀬
警
察
署

　
(
3
6
2
0
)
o
1
1
0

□
憲
法
週
間
(
5
月
1
日
～

了
日
)「

憲
法
は
明
る
い
扛
会
の

道
し
る
べ
」

《
裁
判
所
・
検
察
庁
・
法

務
局
・
弁
護
士
会
》

□
憲
法
週
間
記
念
行
事
「
講

演
と
映
画
の
集
い
」

日
時
5

月
1
5日
(
金
)
。午

後
1
時
1
0分

場
所

江
戸
川
区
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー

演
題
　
「
国
際
化
時
代
の
人

権
社
会
」

講
師

黒
田
濟
氏
(
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
)

映
画

「
に
ぎ
や
か
な
冢
族
」

問
合
せ
先

都
・
同
和
対
策

部
企
固
指
導
室

(
5
3
8
8
)
2
5
8
8

□
5
月
の
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
テ
ー
マ

●
消
防
用
設
備
等
を
点
検
し

よ
う

●
大
雨
や
集
中
豪
雨
に
備
え

よ
う

《
消
防
庁
》

□
平
成
4
年
工
業
統
計
調
査

広
報
用
ポ
ス
タ
ー
募
集

工
業
統
計
調
査
に
対
す
る

理
解
を
深
め
。
協
力
が
得
ら

れ
る
内
容
の
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

規
格
A
2

判
(
5
9
X
X
4
2
J
)

縦
長
・
4
色
以
内
(
白

は
I
色
と
数
え
ま
せ
ん
)

・
「
通
商
産
業
省
」「
エ
業

統
計
調
査
」「平
成
4
年
1
2

月
3
1曰
」
の
文
字
を
必
ず

入
れ
る

応
募
方
法

作
品
の
裏
面
に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

職
業
(
学
生
は
学
校
名
、

学
年
)
を
明
記
し
郵
送

応
募
期
間
5

月
1
日
～
6

月
2
0日
消
印
有
効

応
募
・
問
合
せ
先

通
穗
産

業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部

工
業
統
計
課

〒
1
0
0霞が

関
1
-
3
1
1

(
3
5
0
1
)
9
9
2
9

□
東
京
法
務
局
、
土
曜
日
閉

庁
の
お
し
ら
せ

5
月
か
ら
の
国
家
公
務
員

の
完
全
週
休
2
日
制
実
施
に

伴
い
、
当
庁
も
5

月
2
日
(

土
)
か
ら
毎
週
土
曜
日
閉

庁
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。《

東
京
法
務
局
》
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保育ボランティア

養 成 講 座

生
胚
学
習
活
動
に
、
子
育
て

中
の
若
い
お
母
さ
ん
の
参
加
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
お
母
さ

ん
を
応
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
な
り
ま
せ
ん
か
。

日
程

▽
前
期
…
5
月
1
5日
～
7

月
1
0日

▽
後
期
・
:
9月
4

日
～
H
月
2
7日

い
ず
れ

も
毎
週
金
曜
日
。
午
前
1
0時

～
正
午

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
女
性

内
容

前
期
は
「
ポ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
は
?
」「
女
性
の
学
習
と

保
弯
」「
子
ど
も
の
心
と
か
ら

だ
」
等
考
え
方
を
、
後
期
は

遊
び
方
等
の
実
技
を
中
心

定
ー
3
0
人
(
抽
選
)
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表1　 応募規定

表2　 日 程

情 報 コ ー ナ ー

あだち区民大学 生活コース
「ネットワーキングと現代社会」
―人の輪と、人と人が結ぶ21世紀の地域社会のあり方を求めて ―

共に考え、共に鴈じ る人 々が、大
と人の輪を作り、社会貢献や地域 活
動を進めようとしています。今、ネ
ットワーキングの動きは、21世紀の
社会を変える大きなうねりとなって
います。今回は、多方面で活躍中の
方々を講師に、あだち大学グループ
合同講座とし て閧催し ます。
日程・内容・講師 下表のとおり
時間 午後6 時45分～8 時45分
場所 動労福祉会館( 綾瀬ブ ルミエ)

対象　区内在住・在動・在学で、全
回出席可能な方。

定員　50 人( 抽選)
費用　無料( 教材費等は実費負担)
申込方法　往復ハガキに住所、氏名、
年齢、電 話番号、希望理由、「生活
コ ース受講希望」と明 記
申込期限　5 月6 日必着
申込・問合せ先　本庁舎( 千住) ・
又化振興係　〒120千住1- 4- 18

　3882 ―l l l l ㈹

足立区民水上安全法救助員講習会
水の亊故に対する知識と救助法を

学びます。
日時　5 月25日～6 月6 日( 5 月28
・31日、6 刋4 日を除く) 、午後6
時30分 ～9 時30分

場所　スイムスポーツセンターうき
うき館

対象　18歳以上の区内在住・在動の
方で、50(揃 以上泳げる方

内容　学科12時間、実技18時間( 試
験を 含む)

費用　無料( 教本実費負担)

定員　60 人( 抽選)
申 込方法　往厦ハガ キに庄所、氏名(
フリガナ) 、生年月日、電話番号、
職業、「水安法希望」と明記

申 込期限　5月16日必軈
※ 試験合格者には、日赤救助員の資
格が与えられ地域で活勳していただ
きます。なお、参加者は自分の健康眥
理に貴任をもってご参加ください。
申 込・問合せ先　本庁舎( 千住)・体
育振興係　〒120 千住1―4―18

3882―1111㈹

第13 回 合唱祭
出演団体募集

歌うことが大好きな仲間のふれ
合いの場です。区内で活動する合
唱グループの皆さん、ぜひ参加し
てみませんか。
日時　7 月19日( 日) 、午後1 時か
ら

場所　艾化会館
参加費用　小・中学校… 無料、高
校・一般… 1 人につき500円

曲　自由、曲問を含め10分以内
ゲスト　佐 々金治氏( 合唱指擇)
申込期限　5月30日
申込・問合せ先　合唱運盟事務局
・芳尾　　3884 ―5507　C夜間) 、
本庁舎(千住) ・文化振 興係

113882- 1111 ㈹

1 日ボランティアを
して み ません か

障害をもつ青年たちの仲間づく
りをし ている「あだち日疆教室」
では。ハイキングに同行し ていた
だけ るポラン ティアを 募集し ま
す。春の一日を水上パスに揺られ
てみませんか。
日時　5 月10日( 日)
行き先　都立十三 号地公園( お台
場公園　竒洋溥物館)

内容　駅のホームや道路を歩くと
きの誘導、一緒にお弁当を食ぺ
たりゲー厶をし ます。
持物　弁当、交通贄( 自己負担)
※ 事前の打ち合わせを5 月初旬に
行います。
申込・問合せ先　青年センタ ー

3890―0061東京足立少年少女合唱団

第23回　定期演奏会
団叫 の気持ち がひ とつにな っ

て。美しいハーモニーを響かせま
す。さわやかな歌声を、ご家族で
お楽し みください。
日時　5 月2 日( 土) 、午後6 時30
分閧演

場所　イイノホール( 地下鉄・霞
力可奘j )
入場料　1, 000円( 全席自由)
演奏曲目 「青い空」「おお牧場は
みどり」「ほたるこい」、合唱組
曲F 四国の子ども歌j ほか
※ 団員募 集のお 知らせは、あだち
広報5 月5 日号掲載予定です。
問 合せ 先　亊務局 ・薬 師 神　　3852

一3232　(夜閧) 、本庁舎( 千
住) ・艾化振興係　　3882- 1111
㈹

料理の基礎を学ぶ
男と女の料理教室

家亊は女性だけの仕亊ではあり
ません。生活的に自立した男性を
目指し。まず料理づくりからチ ャ
レンジし てみませんか。もちろん
女性も大歓迎です。
日時　5 月18日～6 月15日、毎週
月曜日の午峻6 時30分～8 時30
分( 全5 回)

対象　区 内在住・在勤・在学の方
定員4O 人( 抽選)
講師　大島玲子氏( 豊かな食を拓
く会)

費用　材科代4, 0( X1円( 5 回分)
申込方法　往纜ハガキに住所、氏
名( フリガナ) 、年齡、職業。電
話番号。希望理由、「男と女の料
理教室j と明記

申込期限　5 月6 日必着
場所・申 込・問合せ先　女性総合
セ ン タ ー　〒123　 梅 田7- 33- l (

エル・ソフ ィア内)
3880―5222

第45回区民体育大会

ハイキング参加者募集
日時　5 月24日( 日) 日帰り
場所　金時山( 富 士箱根国立公園)
コース　足柄関所跡一夕日の滝分
岐点一金時山一金時神社( 一般
向き)
集合　足立区役所本庁舎( 千住)
前、午前6 時

参加資格　65蔵までの区内在住・
在勤・在学の方

定員　100 人
費用　8, 000円
申 込方法　申込 用紙に 記入 のう
え、会 費を添えて直接申し込ん
でください

申込期限　5 月15日
申込先　体 育協会　153882- 1111
㈹、または 「マツノスポーツ」
〒123 関 原2　- 16- 11　 　3848

―5101
問合せ先　山岳連盟会長荒川市郎

　3889- 8000

少年剣道大会
日時　6 月14日( 日) 、受付… 午前9

時10分～9 時30分、開会式・・・
午前10埓

場所 東亰武漣儒
参加資格　区内在住・在学の小中
学生

競技方法　トーナメント方式の学
年別個人戦( 小学4 年生以上は
決勝ト ーナメントあり)

定員　1200人
申込方法 往椶ハガ キに住所、氏
名( フリガナ) 、電話番号、徃別、
身長、学校名、学年、所羈団体
名、剣道歴、9 位( 中学生のみ)
とr 少年剱道申込」と明記

申込期限5 月8日必酋
申込・問合せ先 体育協会
〒120=rai - 4 ―】8

3882 ―1111㈹
RECYCLE　PAPER
―森林資源を大切に―

I . S. T. N. 　240, 000


